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今年の総会は８月２３日（土）に開催

夏本番となりました。夏の風物詩、葉泳会総会のお知らせです。

平成１５年度の葉泳会総会は，昨年と同じく、８月２３日（土）に西千葉プールで開

催される葉泳会戦にあわせて開催します。昨年は１３時から葉泳会戦としましたが、時

間がタイトになったことから、今年は１２時から葉泳会戦とし、総会は１６時からとし

ます。

なお，懇親会は昨年と同様，午後５時から西千葉キャンパス内のカフェテリアで行

われます。

葉泳会戦だけ出席，懇親会だけ出席という方も，総会への出席をお願いします。

＜葉泳会戦次第＞ ＜総会次第＞
〇前半（ ～） ○総会の部（ ～）12:00 16:00

１ 平成１４年度報告（活動・会計）２００ メドレーリレーm
２ 規約改正２００ 個人メドレーm
３ 役員改選１００ 自由形m
４ 平成１５年度方針（活動・予算）１００ 背泳ぎm
５ 現役活動報告１００ バタフライm
６ その他１００ 平泳ぎm

〇後半（ ～）14:00
４００ 個人メドレーm
５０ 自由形 ○懇親会の部（ ～）m 17:00
５０ 背泳ぎ １ 現役紹介m
５０ バタフライ ２ ＯＢ紹介m
５０ 平泳ぎ ３ 現役表彰（スイマー・オブ・ザ・イヤー）m
２００ フリーリレーm

〇水球

恒例の参加者全員での記念写真です。４６名の会員が参加しました。



現主将として寄 稿
千葉大学体育会水泳部主将 北村 優

沖縄雑感
先日、神奈川県平塚で行われました東部地区

国公立大学選手権では「男子第八位、女子第九葉泳会副会長 佐藤 弘（ 年卒）1969
位」という結果に終わり、部としての最大目標

昨年の１０月に時間があったものですから、 である全国国公立選手権への団体出場権を逃し
家の人と二人で沖縄に行って来ました。南国特 ました。しかし私は現主将として胸を張って、
有の真っ青な空と海岸をとりまく遠くの白い波 この結果を先生方始め葉泳会の方々に報告した
とともにあるリーフで囲まれた沖縄はまだ夏で いと思います。
した。 全員が精一杯がんばりました。選手が、マネ

首里城に行って一つの思いをしました。１０ ージャーが、応援する人が。最後のリレーでは
年以上も前にも首里城の守礼の門の前に立った 部員全員で 応援したいだろうと、当日来ていた
ことがありますが、当時は首里城は全体が復元 だいた、ＯＢ、ＯＧの方がマネージャーの仕事
されておらずに守礼の門のみがあるだけで、そ を引き受けてくださいました。私たちは千葉大
の近くに太平洋戦争当時の沖縄守備の「３２軍 学として、一つの目標に向かい協力し合うこと
司令部壕あと」と表示された棒杭が立てられて ができました。
いたような記憶がありました。現在は首里城は 最近は日頃の練習が何より大切であると強く
立派に復元され、沖縄本島における観光のメッ 感じます。練習で出来ないことは試合でも出来
カとなり棒杭などはなくなり、壕自体はいまだ ません。それは技術だけでなく雰囲気や姿勢に
に首里城に隣接して地下にあるようですが、そ 関してもそうであると思います。
の表示はどこにもありません。 元気で素直な一年生がいます。だんだん先輩

沖縄では昭和２０年４月１日から６月下旬ま の顔になってきた二年生がいます。私たち幹部
での９０日間激しい戦争状態が続いた訳ですが、 学年、そしていつも温かい目でアドバイスして
当初、持久に持久を重ね最後は３２軍が首里城 くれる四年生がいます。
の線で殲滅されて沖縄戦は終了の予定のところ、 私たちは、水泳は団体競技であると考えてい
５月下旬に予定を変更し、首里城より１５キロ ます。これから残りのシーズンを通して、そう
ほど南に下がった摩文仁に司令部を下げ、さら いった気持ちを少しでもたくさんの部員に感じ
に持久を続けたため、その後１月間でそれまで てもらうこと－またそれは私自身が諸先輩方か
軍の背後で生活していた住民を狭い地域の戦争 ら教わったことです－が主将として成し遂げた
に巻き込み住民１０万余の被害を出したのが実 い目標であります。足らぬ点ばかりですがでは
際のようです。 ありますが、甘えず腐らず頑張ります。

戦後の日本、特に昭和２５年の朝鮮戦争以後、
今日に至るまでの５０年間は後世から見ると奇
跡的な経済的安定と平和な時代の日本に私たち
は存在したと言われるかもしれません。しかし
１９８５年のプラザ合意を期にバブルに突入し、
そのバブルがはじけて何もかもがおかしくなっ
たこのごろの世の中をみていると、これからは
個人レベルでも競争原理、成果主義が色濃く反
映される事が余儀なくされるかもしれません。

最近読んだ本で、ある人がこんなことを言っ
ていました。あたりまえの事ではありますが
「これからの世の中、自分の命、自分の仕事、
自分の会社は命がけで守れ」と、そうは言って
も、この人はなかなかよくできた人で「しかし、
世の中にはもっと大切なことがある。イタリア

になれ」といいます。人

イタリア人の大切な順は、１にサッカー、２
に会話、３が恋愛、４が食事で、５が家族だそ
うです。本が命がけで守れと言っている３項目
はどこにもありません。この基準から判断する
と私の息子と娘は完全にイタリア人です。

私はイタリア人には成り切れませんが、せい
ぜいお酒でも愛しながらこれからの人生を少し
頑張ろうと思っています。６０歳を過ぎ司法試
験に受かったり、プロゴルファーになった人も
いるといいます 「イタリア人になれとの教え」。

えます。を以て、他山の石とすべきと考



会員短信阿部先生、石川さん
おめでとうございます。

水泳部顧問の阿部先生とコーチの石川さんが昨年還 〇八月から九州（佐賀県）にある子会社への出向・転
暦を迎えられ、１１月３０日に現役と葉泳会有志によ 勤となり、千葉からは、またしても遠のいてしまい
る祝賀パーティーが、幕張海岸のホテルフランクスで ます （Ｓ４８卒・谷口）。
行われました。 〇今年もこの日はアフリカにいることになってしまい

６０歳はまだ若い。もう少しの間、水泳部の面倒を ました。水泳部の活躍を祈ります （Ｓ５４卒・山。
見て頂けたらと思います。 貝）

（記：鈴木） 〇水泳指導の季節、プールサイドに立つと、なぜか、
合宿のことを思い出します （Ｓ５４卒・佐藤）。

〇短大の助手をしながら５人のこどもを育てていま
す。あと３年したら５番目の子が３歳になるので、

長めの挨拶の阿部先生 お手伝いにもいきたいと思います（Ｓ５９年卒・倉
崎）

〇休みの日には「プールに行きたい！」と思うのです
が、やがて３歳になる子供はどうも水が苦手の様子
・・。来年あたりになれば楽しめるかな・・と思っ

ています （Ｈ５卒・三鴨）。
〇卒業して早８年にもなりますが、気がつくと水泳部

の人ばっかりと遊んでいます。やっていることも学
生の時と大差ないし・・ Ｈ７卒・神谷）（

〇今年から選手コースの担当になり、子供たちに厳し
く楽しく指導しております （Ｈ１２卒・星野）。

〇現在６年生（児童１０人）の担任をしています。北
海道で一番小さな村で、山に囲まれ虫のいっぱいい

昔と変わらぬ石川さん る大自然の中で日々奮闘しています （Ｈ１３年卒。
・工藤）
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今年も役員会は２回開かれました。今年は会議室がなかなか確保できず、例年より一月遅れで５月と６月の開催と
なりました。役員会の議題は、総会の開催が中心ですが、継続している課題に会費の納入促進があります。また、今
年は特に、役員改選と水泳部創部５０周年事業について熱い議論が交わされました。以下に詳しくお伝えします。

１ 水泳部創部５０周年事業について
昨年お伝えしましたように、千葉大学水泳部は２００６年に創部５０周年を迎えます。まだ３年の猶予期間があ

りますが、記念誌の発行などを考えると、今から準備しても早いということはありません。役員会では 「記念誌、
部会」と「式典部会」を設置することにしました。

記念誌には、創部から現在までの水泳部活動時に撮影した写真を集めたらどうか、という案がでています。部会
で企画案を作成の後、葉泳会の皆様に声をかけますので、ご協力をお願いします。

開催時期については、葉泳会戦で参加を呼びかけ、１１月に開催したらどうか、ということになりました。
また、５０周年に向けて、今年は２０万円の資金積み立てを予定しています。皆さん、会費の納入を是非ともお

願いします。

２ 現役支援金の確保について
現役への支援も毎年の検討事項です。毎年多くの方に会費を納入して頂いていますが、収入は減少傾向にありま

す（平成１２年：６０万円、１３年：５１万円、１４年：５０万円 。現役の活動にも多額の経費がかかります。）
会費納入に、是非ともご協力をお願いします。なお、今年も、活動報告を有料にしました。会費２０００円＋活動
報告１０００円ですので、３０００円以上の納入をお願いします （納入先は最終ページ参照）。

３ 現役の練習場の確保について
活動報告に同封された現役からの挨拶にもありましたように、これまで早朝練習などで使用していた稲毛駅そば

のプールが使用できなくなりました。葉泳会としても現役のピンチを救うため、何か策はないかと考えましたが、
妙案がありません。残るはＯＢのコネを最大限活用するしかありません。葉泳会会員の方で練習場に心あたりがあ
りましたら、現役または葉泳会役員まで連絡をお願いします。

４ 役員人事について
１９９９年から会長を務めていた川口さんから後進に道を譲りたいとの申し出があり、役員全員で慰留しました

が、辞任の意志が固く、後任として副会長の佐藤さん（１９６９年卒）に会長をお願いすることになりました。川
口さんは監事に、監事を務めていた服部さんは顧問に就任します。なお、空席となる副会長には西本さんが就任し
ます。そのほか、理事の方も一部交代します。新役員の就任期間は、総会の承認の日から２年間です。

５ ｅメールの活用について
葉泳会からの援助を多くするには、葉泳会からの通信費を節約するも考えなくてはなりません。会員が転居した

場合でもメールアドレスは引き継がれますので、会員間の連絡にはもってこいです。すでに多くの方からメールア
ドレスの連絡をいただいていますが、まだ連絡をいただいていない方も多いと推察します。ｅメールアドレスをお
持ちの方は、是非ご連絡ください。連絡先は、最終ページをご覧ください。



会費納入のお願い
葉泳会連絡先（新）

会費は葉泳会の活動になくてはならないものです。
現役の援助のためにも，会費の納入をお願いします。 会 長 佐藤 弘 （略）

また，現役から送られてきた活動報告を今年も有償
とします。会費の納入は以下に従ってお願いいたしま 理事長 森田恒世 （略）
す。
１ 納入金 名簿係 鈴木正雄 （略）

会費 １口２０００円（何口でも可）
活動報告代 １０００円 会 計 品川史彦 （略）
合計 ３０００円

名簿記載事項の追加２ 納入先
（１）銀行振込の場合

受取人 千葉大学葉泳会 転居の際は，名簿係までご連絡下さい。
千葉興業銀行 千葉支店 Ｅメールアドレスをお持ちの場合も上記名簿係ま
普通預金 ０１８７４１１ でメールでご連絡ください。

（２）郵送の場合
（住所 略）

住所不明者品川史彦 宛

以下の方々の住所が不明です。葉泳会連絡網（新）
ご存じの方は名簿係までお知らせください。34 年卒 鈴木 明

卒年 会員（敬称略）服部 哲士 年卒 高柳 弘泰35
年 佐藤、安原36 年卒 塩沢 健児 39
年 笠原、水野37 年卒 都築 直樹 40
年 田中38 年卒 桑原 章輔 41
年 川辺今田 哲司 年卒 小竹 敏雄39 44
年 岡本，田中40 年卒 田辺 和一 51
年 目沢41 年卒 小管 昭 54
年 石山鈴木 正雄 年卒 荻原 洋章42 59
年 伊関，白井43 年卒 深田 一弘 60

元年 沼田44 年卒 佐藤 弘
年卒 多田 昌宏45

西本 好男 年卒 森田 恒世46
年卒 鷹野 忠洋47
年卒 谷口 徹48
年卒 原田 忠禮49

～編集後記～堀 理津子 年卒 石崎 弘文50
年卒 仲 徹51

▼葉泳会のメーンイベントは総会です。今年も総会に52 年卒 賀来 宏和
年卒 合わせ、少しでも多くの人が総会に出席していただけ大野 亮 大橋 泰久53

ればということで、会報を編集しました。▼今年の総54 年卒 山貝 広海
会では２年ぶりに役員の承認があります。新役員の就55 年卒 常岡 誠

選考中 任に伴い、連絡網を一部変更しました。▼２００６年56 年卒 本多 信三
は創部５０周年です。盛大に祝うため、今年は２０万57 年卒 小沢 修
円の積み立てを行いますので、会費の納入をお願いし58 年卒 岩瀬 義行
ます。くどいようですが・・・。▼ｅメールアドレス岩瀬 義行 年卒 菊井 伸介59
をお持ちの方はご連絡下さい。▼田村君から今入った60 年卒 濱 浩一
連絡です 「昨日、千葉大あたりをふらふらしていた佐藤 知史 年卒 原田 文明61 。
ら、養老牛丼が潰れていました。おばちゃんから、養62 年卒 加藤 清一

OB品川 史彦 年卒 品川 史彦63 老牛丼セット（丼・箸・湯のみ）と『 水泳部の「
の方に長らくのご愛顧ありがとうございました』と伝元年卒 池内 義宏
えて欲しいと頼まれました 」とのこと。▼最後にな池内 義宏 ２年卒 後野 和弘 。
りますが、新会長となる佐藤さんが、２５歳になる娘３年卒 尾上 健二
さんのために婿募集をしています。千葉大水泳部ＯＢ飯沼 卓也 ４年卒 池田 明
なら合格とのことです。我こそはという人は佐藤さん５年卒 柏木健一郎
に連絡してみてください。▼では総会でお会いしまし柏木健一郎 ６年卒 熊谷 正明
ょう。７年卒 岩佐 崇史

８年卒 影井研一郎
林 新太郎 ９年卒 池田 理

年卒 前島 順10
年卒 金指 圭洋11

金指 圭洋 年卒 高橋 和也12
年卒 渡邊 義弘13

三浦菜穂子 年卒 向井田崇央14
年卒 久保田英和15

※葉泳会の連絡は，上記の方をキーパーソンとし
て郵便・電話で行います。ご協力をお願いします。


